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北海道では1300羽を超えましたが・・・・

特定非営利活動法人
　タンチョウ保護研究グループ会誌

もくじ

ご挨拶・・・・・1

2009 年の飛行調査・・・・・  2

韓国のツル類越冬数カウント

調査に参加しました・・・・・ ３

標津湿原プロジェクト開始・・・４

標識物語　第６話・・・・・・４

2008 年度の活動報告・・・・  6

事務局だより・・・・・・・・８

2009 年 7 月

理事長　百瀬邦和

　前号でお知らせした今年１月のタンチョウ総数調査の集計結果は

1,324 羽となりました。 数の増加は依然続いていますが、幼鳥は 130

羽に留まり、10 パーセントを切っています。さらに今年の繁殖期には、

4 月下旬の大雪を皮切りに、その後も例年にない大雨が続いていて、ヒ

ナの育ち具合が心配です。実際、毎年夏に行なっているタンチョウの標

識調査では、ヒナを連れた家族を見つけることから始めるのですが、今

年はあまりヒナが見つかっていません。今年の繁殖状況全般の様子につ

いては、4 月と 5 月の繁殖状況調査の結果を基に分析を進めていますの

で、次号でお知らせできると思います。

　タンチョウ保護研究グループの総会が 5 月に開かれました。会合で

は通例の前年度活動報告と決算、今年度の活動計画と予算の承認に加え

て、今年度新しく G．アーチボルド博士を理事として迎えることが承認

され、法人の理事はこれで 10 名となりました。当会では「タンチョウ

保護のための国際ワークショップ」を進めており、その中で各国の参加

者が協力して、調査や環境教育活動を進めようとしています。アーチボ

ルドさんは国際ツル財団の創設者として各国に広い人脈があり、また国

境を超えたツル類保護の活動にも豊富な実績をお持ちなので、タンチョ

ウ保護研究グループの今後の新しい活動に積極的に参加していただける

でしょう。
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2009 年の飛行調査    ～繁殖状況調査～　　　　　　正富欣之

　今年も飛行機酔いとの激闘（航空機を使用する調査）

がようやく終わりました。皆様もご存知の通り、タンチ

ョウ保護研究グループでは毎年 4 月中旬と 5 月下旬の計

2 回タンチョウの繁殖調査を行っています。今年も 4 月

20 日から 5 月 2 日にかけての 9 日間と、5 月 25 日か

ら 6 月 10 日にかけての 9 日間、セスナとヘリコプター

を使用して調査を行いました。空からタンチョウを探し、

巣の位置やヒナの有無、周辺の環境などを記録しました。

この調査結果から、番い数や分布域の変化など、タンチ

ョウを保全するうえで重要な情報が得られます。

　空からタンチョウを見つけるというのは、簡単なので

しょうか？それとも難しいのでしょうか？いろいろな条

件によって異なりますが、個人的には難しいと思います。

特に、近年は農家の近くで繁殖している番いが多くなる

傾向にありますが、航空機の騒音による家畜への影響を

考慮して、酪農家上空では飛行高度を上げなければなり

ません。そのため、10 倍の双眼鏡で覗いても、ツルで

あることを何とか確認できるような場面もあります。ま

た、5 月下旬になると木々が葉を茂らせ、その陰にタン

チョウが入ると上空からでも見つけることができなくな

ります。さらに、気流が悪いと機体が大きく揺れたり、

機体の死角にツルが入ったりと、発見を困難にする偶発

的な要因もあります。そのため、調査中に見つからなか

った巣や番い、ヒナの情報などが寄せられることもあり

ます。

　今年の繁殖状況の個人的印象として、十勝地方と釧路

湿原周辺での繁殖状況は昨年と同等か、少し増加したよ

うに思います。一方、別寒辺牛・厚岸・霧多布・風蓮湖

などの地域では、確認された巣や番いの数が少なかった

ようです。この原因として、4 月の調査期間中の降雪が

考えられます。釧路湿原より東の地域は降雪後に調査を

行ったため、営巣をやめてしまった番いがいたことや、

地上に残った雪のためツルを発見できなかった可能性が

あります。今回の調査では、降雪や大雨など悪天候に悩

まされることになりました。とりわけ、地面に雪が残っ

た状況でツルを発見するのは非常に困難でした。

　今年の調査で、最も驚かされたのは、採草地脇の廃根

線（整地するときに伐採した木の根を集めた場所）で営

巣した番いでした。この番いについては、地上から見た

方の情報が有り、場所を知っていたので上空からでも容

易に発見できましたが、通常であれば見つけるのは難し

かったかもしれません。この番いは、降雪や大雨にも負

けず、卵を抱き続け、不確定ながらヒナを孵したようで

す。5 月の調査では、川を挟んで反対側の採草地の中に

座っている 1 羽のタンチョウが見られました。一見巣の

ようにも見えたので、今度は採草地に再営巣（一度繁殖

に失敗した後に再度巣を作り産卵すること）か？とも思

われましたが、後日地上から確認すると、巣ではなくヒ

ナを抱いて座っていたようです。しかし、ヒナが孵ると

番いが一緒に行動することが多くなると思うのですが、

もう 1 羽は一体どこにいたのでしょう？どうやら 1 羽だ

けで近くの農家に餌を取りに行っていたようです（地上

で観察中に 1 羽が飛んで農家に行くのを確認しました）。

ただ、この地域には他にも近くに営巣していた番いがい

るので、同一の番いかどうかは確実ではありません（残

念ながら標識がついた個体ではありません）。また、サ

サ原に巣を作っていた番いが 2 組あるなど、タンチョウ

の住宅事情は厳しくなっているようです。

　詳細な繁殖状況は、2 回分の調査結果をこれから集計・

分析し、まとめることになります。飛行調査といっても、

実際は地上で行う作業に時間がかかり、乗り物酔いはし

ませんがまだまだ大変です。

　 残雪が多く巣の発見に苦労しました（赤丸内に巣）

廃根線上の巣（赤丸内）：左下は地上から撮影
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　韓国ツルネットワーク代表のリー・キサップ博士のご

厚意により、韓国ツルネットワークが行う韓国の越冬ツ

ル総数カウント調査に、タンチョウ保護研究グループか

ら真野徹さん、井上雅子さん、山根みどりさん、冨山の

４名が参加しました。韓国での調査の様子と、ツルの越

冬状況をご報告します。

　調査は、2009 年２月 14 日〜 15 日に韓国に複数ある

ツル類の越冬地のうち、最も越冬数が多い鉄原（チョル

ウォン）地区と漣川（ヨンチョン）地区で行われました。

調査には、研究者や地元のボランティアの方を合わせ、

35 名が参加しました。

　１日目は、ツルの分布調査で、チームごとに所定の地

区を車で巡回し、タンチョウとマナヅルの数を数えまし

た。調査地は広大な水田地帯で、田の一枚一枚にタンチョ

ウとマナヅル家族が散らばり、落ち穂を餌に越冬してい

ます。タンチョウはヒナ連れの家族の割合が高く、亜成

鳥と思われる 30 羽くらいの群れにも出くわしましたが、

ほとんどは家族やつがいで行動していました。調査終了

後、各チームのツルのカウント数が発表されたのですが、

私が参加したチームが一番になり、賞品としてお米１kg

が授与されました。（残念ながら持ち帰ることは出来ま

せんでしたが）

　2 日目は、早朝にねぐらから飛び立つツルを数える調

査でした。私が担当した場所は農業用水池の湖でしたが、

タンチョウ 153 羽、マナヅル 387 羽がねぐらをとって

いました。ここでねぐらをとるのは一部のツルたちで、

大部分は、ＤＭＺ（非武装地帯）内でねぐらをとってい

るそうです。他のチームの人たちは、山間部を飛行して

くるツルの群れをカウントしたそうです。

　調査後には、漢灘江（ハンタン川）にある韓国ツル

　韓国のツル類越冬数カウント調査に参加しました　冨山奈美

ネットワークの給餌場へ給餌に行きました。給餌場のす

ぐ近くにはタンチョウ 10 羽がねぐらを取っていました。

エサは、米・豆などの雑穀類を播いていましたが、これ

は税関当局が没収した中国からの不正輸入品で、国が無

償提供してくれているのだそうです。

　さて、調査

の結果ですが、

当初リー博士

のお話では今

年の２月は例

年より気温が

高く、マナヅ

ルの移動が始

まっているの

で、タンチョウの総数は 1 月調査よりも減少するだろう

との予想でした。しかし、調査後の大まかな集計では、

タンチョウ 1028 羽、マナヅル 1855 羽が確認され、タ

ンチョウの確認数は、今冬最高数となりました。

　韓国の越冬地で一番に感じたのは、日本に比べツルが

人間に慣れていないことです。ツルは、車が停止しただ

けでもすぐに飛んでしまいました。調査地の大部分は

CCZ( 人民統制地帯 ) と呼ばれる一般人の立ち入りが制

限された地区であり、また農閑期であることから、調査

地内でほとんど人の姿を見かけることはありませんでし

た。人間とツルがお互いの生活を阻害することなく、共

存できる環境が残っているという印象を受けました。

しかし、この越冬地もまた、様々な問題をかかえている

ことを昨年のシンポジウムでリー博士が発表されまし

た。世界的にも貴重な越冬地の環境が守られる事を願っ

てやみません。

水田で採餌するタンチョウの家族

ハンタン川ねぐらのタンチョウ

給餌された餌
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　シリーズ　標識物語　～名前の付いたタンチョウ～

 第 6 話　近寄るときには、要注意！（031 と 032）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西 岡　秀 観 

　最近のタンチョウの問題の中に、酪農家に依存する個

体が多くなり、酪農家さんとの摩擦が目立つようになっ

てきたことが挙げられます。その中でバチが当たったと

いうわけではないですが、とんだ災難にあった標識個体

をご紹介します。今回の主役は、031（生年不明、♂：

写真１）と 032（2006 年生まれ、♂：写真２）です。

この２羽は実の親子で、鶴居村下久著呂で繁殖をしてい

ました（写真 3）。2006 年 7 月、いつもお邪魔していた

酪農家さんにこの日もお邪魔しようとして、何を思った

のか大きなドラム缶のようなものの中に入ってしまい、

身動きが取れなくなりました。このドラム缶のようなも

のはスラリータンクと言い、牛のふん尿を溜めて堆肥に

　標津湿原プロジェクトを開始　　　　　　　百瀬邦和　

　昨年の会報 5 号で 紹介した活動「人と距離をおいた

給餌の試み」の一環として、去る 6 月 7 日にタンチョ

ウの餌場作りを目的としたデントコーン（飼料用トウモ

ロコシ）の種蒔きを行ないました。これは、昨年度、タ

ンチョウの冬の餌を確保するために、この地域でデント

コーンを栽培している農家の方にお願いして、一部のデ

ントコーンを刈り取らずに残しておいてもらったり、茎

に房のついたままのデントコーンを提供していただいて

ニオを作る試みをしたのですが、今年はこのためのデン

トコーンを自分たちで作ってみようという試みです。

　場所は中標津町の東部の町有地です。昨年秋から準備

を進め、中標津町より１反（10x100m）の放棄された

放牧地を借り受けることができました。隣接した中林牧

場のご好意で秋と春に２回のトラクターがけ（耕起）、

さらに種の提供と作付け（種と肥料の播き方等）の指導

までしていただきました。

　作業はタンチョウ保護研究グループのメンバー 6 名

に加え、この活動を一緒に進めている「中標津の自然を

知ろう会」の阿部 嗣さんも参加されました。真直ぐに

張った紐に沿って細い溝を掘り、肥料計 100kg を溝の

中に播き、約 30cm おきに２粒づつ種を播きます。最

後に種に土をかぶせるために溝を平にならして作業終了

です。大規模に作付けする専門の農家はこれらを全て機

械で行いますが、私たちの作業は市民農園での作業と同

じ手作業です．おまけに、ほぼ全員が始めての作業でし

た。当日は雨模様の天気だったために昼食をパスしての

突貫作業？で 100m の畝 10 本分の種蒔きを約 4 時間か

けて行ないました。

　この畑のその後については紆余曲折がありますが、そ

の経過については次号で報告します。

写真 1　031（2008 年 2 月）
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れ、保護されましたが、その後死んでしまいました。こ

のように農家さんにはタンチョウにとって危険なものが

いっぱいあります。「近づくな！危険！！」という字が

読めればいいのですが、さすがに無理ですよね。しかも、

牛のエサ（デントコーン）はタンチョウのエサにもなり、

簡単に食べられるので酪農家さんに近づき、人を怖がら

ないタンチョウが増えています。人に慣れたタンチョ

ウは、人間の生活圏に入ったせいで酪農被害や事故

（スラリータンク、有刺鉄線、電線や交通事故）にあっ

たりする例も近年急増しています。人に依存しない

タンチョウになればいいのですが、冬期の給餌は必

要なので、完全には無理かもしれません。しかし、

タンチョウを第２のエゾシカにしないためにも、人

（特に酪農家さん）と共存していくための方法を考え、

お互いにとって良い環境を整備する事が必要です。

次回は、第７話「最北の地で・・・。（サロベツ繁殖個体）」

を掲載します。お楽しみに。

するために使用しているものです。材質は、鉄製や最近

ではコンクリート製のガッチリしたもの（写真４）がよ

く見られます。上面はオープンのため上からの進入が可

能なので、空を飛べるタンチョウが誤って入ってしまい、

そのまま助けられずに死んでしまった例もあります。し

かし、031 は運良く助けられ、身体をキレイに洗浄し

（フンまみれですから・・・）、標識を装着したあと

保護した酪農家さんの近くで放鳥されました。この

031 には、保護された時、既に妻と子供がおり、無

事対面を果たしたあと、子供もバンディングをして、

親子で連番という珍しい標識個体となりました。こ

の物語はここで終わりではなく、まだ続きがありま

し て・・・、2007 年 10 月、 親 離 れ し た 032 が、

標茶の酪農家さんのところでスラリータンクに入っ

てしまいました。こちらは自力で脱出したらしく、

その後も元気に生きています（写真５）。場所は違っ

ても、親子揃ってスラリータンクにハマるといっ

た血統を見事に証明（？）した個体たちでしたが、

2008 年 9 月、悲しいことに 031 は繁殖地近くの酪

農家さんの有刺鉄線に足が引っかかる形で見つけら

写真 2　032 幼鳥期（2007 年 2 月） 写真 3　031（右）と 032（中）（2006 年 10 月）

写真４　スラリータンク

写真 5　032 成鳥期（2009 年 2 月）
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２００８年度　活動・財務報告

　2008 年度の活動状況をお知らせします。

○タンチョウ繁殖状況委託調査・タンチョウ繁殖状況

　調査

　

　

○標識調査

　

○標識鳥追跡調査

○総数調査

　

○講演・講習会

○提言等の事業

○会報の発行等

○国際ワークショップ

　

○放鳥個体の PTT（人工衛星対応型発信器）による追跡

2008 年 4 月 21 日～ 5 月 1 日、5 月 28 日～ 6 月 5

日に開発局の防災ヘリとセスナ機とで実施した。5 月

21 日～ 23 日に防衛省の協力を得て日本鳥類保護連

盟が実施した環境省の調査を含めて、道東全域で２回

の飛行調査を行なったことになる。これとは別に環境

省が行ったサロベツを含む道北地域での調査結果を

あわせると、384 繁殖つがいを確認した。この結果

については専修大学北海道地域総合科学研究センター

報告第 3 号に発表された。なお、7 月 10 日、28 日、

９月５日にも釧路川支流の幌呂川と雪裡川流域での夏

期調査をセスナ機で行なった。

2008 年６月 14 日に釧路市内、６月 15 日に帯広市

内で事前説明会を実施した。十勝、釧路、根室地方で

予備調査を行なったのち、捕獲・標識調査は６月 20

日より８月 23 日まで、計 22 日調査を実施した。参

加者は計 62 名、のべ 240 人で、21 羽のヒナに標識

した。

標識鳥確認のための追跡調査を繁殖地および中継地、

越冬地等で行い、145 羽の標識個体の生存とその状

況を確認した。

2009 年 1 月 12 日に釧路市内で事前説明会を実施し

た。調査は 1 月 20 日から 30 日まで、鶴居村中雪裡、

下雪裡、釧路市阿寒町上阿寒、音別町中音別、標茶町

中茶安別、茅沼駅前の給餌場で一斉調査を行ったほか、

根室・釧路・十勝の各支庁管内で現地調査と聞き取り

により越冬状況を確認した。参加者は計 40 名、のべ

115 人であった。

・ 2008 年６月 28 日に釧路市立博物館に於いて、ICF

のアーチボルド博士による講演会（ロシアのムラビヨ

フカ自然公園と朝鮮半島での調査の話題）を行った。

・ 国際ワークショップ期間中の 11 月 22 日、釧路市

立博物館に於いてワークショップ参加者４名による講

演会「大陸のツル類の今　〜現状と保護〜」と題して

講演会を開催した。

・ 鶴居第２地区置土圃場沈下量測定に伴うタンチョウ

観察：鶴居村、幌呂川下流の農地整備工事に際して、

同地域におけるタンチョウの行動追跡調査を行った。

・ 十勝川築堤工事に際してのタンチョウに配慮すべき

注意事項について：今年度、十勝川流域で計画されて

いる築堤工事について、タンチョウの生息に悪影響を

与えないよう、工事の時期、注意事項についてコメン

トした。

会誌「Tancho」第４号を 2008 年 7 月に、第５号を

2008 年 11 月に、第 6 号を 2009 年 3 月に発行した。

また、2008 年 6 月と 10 月に TKG ニュースを発行し

標識調査および冬期カウント調査の参加者ほかに送付

した。

2008 年 11 月 19 ～ 25 日の７日間、中国・韓国・ロ

シアおよび国際ツル財団から計８名を招聘し、日本の

12 名を交えて鶴居村のホテルで集中討議をおこなっ

た。ワークショップでの発表と討議の内容は報告書に

まとめ、さらに各地の問題点をアピールする小冊子を

作成し 2009 年 3 月末に印刷した。

 11 月の討議で出された行動計画を受けて，2009 年

1 月に中国の越冬地で行ったカウント調査に参加し

た。また、同２月に韓国で行われたカウント調査にも

ボランティアで参加した。

2008 年 11 月 2 日にヒナで保護し釧路市動物園で飼

育していた 1 歳半の個体に PTT を装着し、浦幌町で

放鳥したが３日後に交通事故で死亡し、事業を中断し

た。その後回収した PTT が作動しているのが確認で

きたため、12 月 19 日に野生由来で同園にて保護飼

育中の 1 歳半の個体に PTT を装着して大樹町に放鳥

した。PTT からの信号は 1 月 29 日を最後に受信でき
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○残留重金属の分析

○ホームページ制作

　

○サポート会員募集のためのリーフレット作成

＜ 2009 年度事業計画＞

◎ タンチョウその他ツル類の生態及び生息環境調査・

　研究事業

　・タンチョウ繁殖状況委託調査

　・ タンチョウ繁殖状況調査

　・ タンチョウ標識調査

　・ 標識鳥追跡調査

　・ タンチョウ総数調査

　・ 生息適地解析

　・ 水銀汚染状況把握

◎ タンチョウその他ツル類保護に関する 教育普及事業

　・タンチョウその他ツル類に関する講演や講習会

◎ タンチョウその他ツル類に関する提言及び情報発信

　事業

なくなったが、現地での観察の結果、この個体は無事

であり、発信器も正常に装着されていることを確認し

た。なお、同個体は３月 16 日に丹頂鶴自然公園に飛

来した。

寺岡理事の研究室において、以下の 4 項目について

分析を行なった。

１. タンチョウ組織における水銀量の分布（負荷量）

２. 剥製標本の削り片による風切羽全体濃度の推定

３. 飼育個体の削り片による風切羽全体濃度の推定

４. タンチョウ剥製から採取した羽の水銀濃度

ホームページのデザインを一新するとともに、What's 

New! のページに記事を 9 回更新した。

法人発足時（2007 年春）に作成したリーフレットが

無くなったため、デザインを一新して新たに 2000 部

○標識個体の情報展示

　

○世界のツル関係者との交流及び情報交換、等

　

○営巣適地解析のための計画立案業務

　

現在生存が確認されている標識鳥について、足環番号、

性別、生年、出生地、判明している家族構成（親，兄

弟，子供の足環番号）、繁殖の成功した年等の歴史の

概況を写真とともにプリントしてファイルした。現在

は阿寒国際ツルセンターと日本野鳥の会鶴居・伊藤タ

ンチョウサンクチュアリにファイルを置いて一般に公

開している。

2008 年 6 月に来釧したアーチボルド博士（ICF）、

2009 年 2 月に来釧したクレノバ博士（モスクワ大学）

と情報交換を行うとともに、滞在中の活動をサポート

した。

環境省の委託により、タンチョウ営巣適地解析業務計

画書を作成した。

　・ 提言等の事業

　・ 会報の発行・ホームページ制作等

　・ 出版物発行等 ( 標識個体の情報展示ほか )

◎ アジアに生息するツル類保護に関わるネットワーク推

　進事業

　・ タンチョウ保護のための国際ワークショップ

　・ 中国・ロシアにおけるタンチョウ繁殖状況把握調査

◎ タンチョウ保護に関わる機関・施設との連携及び受託

　事業

　・ 傷病個体の保護収容への協力、等

　・ 標津湿原プロジェクト

　・ キナシベツプロジェクト

◎その他この法人の目的を達するための事業

　・ 世界のツル関係者との交流及び情報交換、等

を作成した。

　　 収 入　　　
　　29,687,456

助成金 7,860,427

事業 9,765,043

寄付金等（前年度繰越
金を含む） 11,630,986

会費 431,000

　　 支 出　　　
　　29,687,456

次年度繰越金 4,394,731

事業費 19,936,526

管理費  5,356,199

2008 年度　会計収支（単位　円）
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＜表紙写真＞ 

　十勝・釧路地方のタンチョウ繁殖状況調

査のため調査員を乗せ、豊頃飛行場を離陸

するセスナ機。

　　（2009 年５月 25 日　松本文雄撮影）

＜活動記録（2009 年 3 月〜 2009 年 6 月）＞

3 月 6 日　　運営会員連絡会

3 月 31 日　会誌「Tancho」第 6 号発行

4 月 3 日　　運営会員連絡会

4 月 4 日　　報告会「タンチョウをめぐる旅 〜中国・韓

                     国の越冬地のツルたち〜」開催（於：釧路

                     市立博物館）

4 月 20 日    第１回繁殖状況調査（飛行調査）開始、

                    （5 月 2 日まで）	

5 月 8 日　  運営会員連絡会

5 月 23 日　理事会開催（於：釧路市民活動センター）

5 月 24 日　総会開催（於：釧路市中部地区コミュ

                    ニティーセンター）

5 月 25 日　第 2 回繁殖状況調査開始（6 月 10 日まで）

6 月 5 日 　 運営会員連絡会

6 月 7 日 　冬季餌確保のためのデントコーン種蒔き

                    （中標津町）

6 月 13 日　タンチョウ標識調査説明会（釧路）

6 月 14 日　タンチョウ標識調査説明会（帯広）

6 月 20 日　タンチョウ標識調査開始

＜会員（7 月 22 日現在）＞

・ 運営会員　25 名（北海道 20 名、新潟県・神奈川県・東京都・兵庫県・中国各 1 名）

・ 個人サポート会員　122 名（北海道 71 名、長野県 11 名、東京都 10 名、大阪府 9 名、兵庫県 6 名、千葉県 4 名、

神奈川県 3 名、京都府 2 名、茨城県・島根県・愛知県・石川県・フランス・韓国各 1 名）

・ 団体サポート会員　10 団体（北海道 8 団体、大阪府 1 団体、韓国 1 団体）

＜ Topic ＞

　　　東北地方にタンチョウ現る
　昨年から東北地方に１羽のタンチョウが現れてい

ます。最初は昨年５月に秋田県で見つかりました。

まだ、１歳の若鳥です。正富宏之先生が、写真を照

合したところ、３月下旬に北海道石狩市で発見後、

５月はじめまで道内を移動していたツルと同一であ

ることが分かりました。その後、津軽海峡を渡り秋

田へ現れたということです。

　地元の野鳥の会や環境省レンジャーなどが見守る

中、そのまま、秋田県内で冬を越しました。今年の

４月になって移動をはじめ、北海道南部に現れたの

ち、５月新潟県佐渡市に現れました。その後、山形

県に移動し、再び秋田県に戻りました。また、それ

とは別のタンチョウの若鳥も今年の春に秋田に現れ

ました。

　北海道のタンチョウが移動したのか、大陸からやっ

て来たのかは、はっきりしませんが、北海道のタン

チョウも順調に増加し、また、中国でも飼育された

タンチョウが野外に出されることが増えているそう

です。本州でもタンチョウが現れることがこれから

も続くかも知れません。タンチョウが昔のように全

国で見られるようになれば、喜ばしいことですが、

そのための環境づくりも必要です。まずは情報収集

からです。皆さまからの情報提供も広くお待ち申し

上げます。
報告会「タンチョウ
をめぐる旅 〜中国・
韓国の越冬地のツル
たち〜」


